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1926年米関＝於テ J.W. Scherewsky氏ガ行ヒタル短波ヲ以テスル生理的動物試験ニ端ヲ費

シ，調逸＝於テ Schliephake氏ハ Esau教授ノ試作セル短波護生機ヲ人関ノ疾患ニ膝用シ， 1928

年，伯林曹懸命＝護表シテ以来，質験ニ叉臨林ニ幾多ノ業績相究イデ護表サfレ、ニ到レリ内

超短波電界内＝人樟ヲ世ク時ハ，人館ヲ組成スル創II胞， j惨質等ノ個々ノ分子rf1ェ於テ強烈ナ

Fレ分極作用ヲ後ムモノニシテ，従来ノLヂアテルミー寸ニ於ケル入館抵抗＝ヨ，~熱費生ト共ノ趣

ヲ異エシ，超短波＝於テハ人悌ニ何等ノ抵抗ヲ感ゼズ，車＝ーツノ電界rf~・＝－於ケル誘電憾ドシ

テ働キ，誘電慌中ニ於ケ l~ 熱ノ護生ハ一種ノ容量抵抗＝ヨルモノナリトナサル。従ツテ超短波

電界中ノ物関ハ深部迄均等z力nrm:.セラ JI- 、モ．ノナリ。

此ノ熱費生アルガ鵡ニ，超短波ノ生物i接的作HJノ本態＝就テ種々論議アリ。共ノ：l：ナルモノ

ハ，此ノ際生ズIレi血熱ガ治療作用ノ基礎ヲ形成スルモノナリト言ヒ，換1：~－スレパ超短波ノ治掠

作f日ハ皐ナル温熱作nJナリト主張シ，之＝反シ一方デハ超短波ハ雌＝温熱ヲ殻生セシムレド
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モ， t 此ノ際生ジタル温熱作用ハ第二次的ノ意義ヲイiスルモノトシ，熱作用ニテハ到底説明シ能

人ザル幾多ノ事資ヲ指摘シテ以テ超短波ノ作用ハ純電気的数烈或ハ生理的特殊作用ナリト主張

セリ。

文献ヲ綴クエ短波，超短波エヨ Iレ人鰹或ハ動物関 Iノ各部ノ調度ヲ測定セル主総多シ。然シ乍

ラ． βchliephake,Rech u. Raab，樫井及ビ瀬木， i制｜氏等ノ報告ヲ翻テモ，各々短波或ハ超短

波殻生装世ヲ異ニシ，波長， /-1＇，力或ハ共ノ他ノ僚件等ガ一定セザルヲ以テ一概ー＝之等ノ成粒ヲ

上k車交シテ2命ズ可ラザfレ ガ~fl シ。

余ハ超続i皮ノ生物事的作rnノ：本態ガ翠ナfレ熱作月1ナルカ賂叉特殊作則ナルカノ問題ハ暫ク世
キ，超短波ガ胃腸＝及ボス影響＝就テ穫k検索セントスル＝；子；リ，先ヅ腹部透射＝ヨル腹腔内

:;If!:ニrt内調度ト同時＝，腹壁皮下並ニ同筋肉内温度ヲモ測定シ， 以テ超短波ノ深部加温ノ程度
ヲ窺知シ，併セテ再腸ニ不可分ノ闘係ヲイlスル自体i1i1l1率直系ノ正：i位中幅アリト言aハルル間脳部附

近ヲ透射シテ腹院内花＝円内温度ト同時＝腹壁皮下並z同筋肉内温度ハ如何ニ費動スルカヲ検

セントセリ。後者ノ：企「lキ検索ハ未ダ共ノ報告アルヲ問カズ。

II 賓駿材料並＝賓験方法

貨店会動物ハ2Kg内外ノ&IE性n色家兎ヲ使用シ．各部ノ植民ハ電気検視器（英弘商合製）ヲ以テ
浪lj定シタリ。

超短波透射＝＝－｛＇.｛｛ JI.-家兎腹腔内並ニ胃内温度測定ハ透射中ノ湘度ノ費動ヲ測定ス Fレヲ理想トス

レ共，透射rf1ノ動物貯；＝電気検視機ノ如キ金風ヲ細JI.-、時ハ，電波ハ共ノ金属ヲ僻ツテ放電シ，

XLアyレコホル1柱， DXハ水銀件：検泊計ハ使mニ不都合ナル以外ニ，「l己加熱現象ヲ惹起スル鵡
＝不正確ヲ免レズ。

故ニ余ハ透射直前ノ瓶I主ヲ測定シ世キ，趨煩j皮ヲ以テ腹部叉ハ問脳部／仁右透射終了直後ヨリ

)J担院内並＝内内温度ト同時 ＝＝－Ji草壁皮下並＝筋肉内1_mu長ヲ測定シ，調度ガii階透射前＝復スルヲ待

ツテiJllj定ヲ中止セリ。此ノ際各 Elementハ38°C ノ；食燈水中＝詑シ世キ冷却セザル犠＝留意セ

リ。

超短波護保装置ハII本無線電信電話勧1lt製 AlokaC型＝シテ良型1奇稜振接世ナリ。陽極電
服4400Volt，陽倒入力1250w. 繊係電流12.4A. 繊傑氾n1~22 Volt，波長ハ4.5m, 6.5m, 8m ノ三

雄＝シテ，有数IH力ハ250 500W.ナリ。

電極 ·~uJ:便7cm ノ Schliephake 氏電,f;Ji，動物ノ皮問ト電極板間距離ハ2乃至4cm トナセ H。

仰トナレパ．動物関＝電極ヲ近接セシムレパ特＝表府＝電波力紘ノj濃度ガ高マJレヲ以テ．電極

ヲJ!l/J守ヨリ法ザケ， rfr 央ノ力車~~ノ均等ナル部分ヲ利用シテ深部＝均等ナル温熱ガ強生スル如ク
セザル可ラス。此ノ鴻＝ハ皮府電極板間距離ヲ2cm以上トナスヲ要スルヲ以テナリ。

透射時IHIハ腹部~~5分， 10分， 15分トシ， IHJ脳部活必j ノ際ハ5分， 10分トセリ。後者ェアリテ

ハソレ以上透射スレパ貨店街動物ハ生命危険 l、ナル事アルヲ以テナリ。
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III諌備賓駿

家兎ヲ背位ニ同定シ放世セパ営然鰐温ノ自然降下ヲ来ス可シ。サレバ家兎ヲ＇ fr1ir＝同定シテ

幾何ノ時間ヲ経過スレパ各部ノ植皮ハii陪一定スルカヲ窺知セントシ，」ウレタン寸ヲ家兎開Jf!:H

Jff;l.0-1.2 gr. 大腿皮下ニ注射シ，直チェ各 Elementヲ装置シ，腹i程度下，同筋肉内，腹腔内

及ビ胃内温度ヲ時間的ニ同時＝測定シタリ。 - I 

腹腔内温度測定ハ検温器ノ Element ガ腹腔内臓器＝直接セザル目的ヲ以テ外套針＝テ掩ハ

レタル佳ヲ持入シ，刺入部ハ腹壁中央ノTI:中線ヨリ約2cmle側＝シテ， Element ノ先端ハ胞膜

下約2.0cm ノ部ニアル如ク嬬シタリ。

賓験成績

共ノ成績ハ第1表＝示セルガ女「Iシ。

本表ヲ翻レパ，温度下降ノ速度ハ皮下最モ遁ク，毛穴ハ円内，筋肉内，腹腔内ノ！｜闘ニシテ， Lウ‘

レグン寸注射後約50分乃至60分ヲ経過スレパ，各部共温度ハ略一定セリ。

依ツテ以下 J賞験エ於テハLウレタン1注射後約60分エシテ寛験ヲ開始スル事トシ，質験成績

ハ何レ〈モ5匹卒均値ヲ以テ判定スル事トセリ。

第 1重量 同定＝ヨル家兎各部温度／自然降下（5西平均値，室温28°C-30°C)

初温 5 分 10 分 20 分 日O 分 40 王子 50 分 60 会J-

皮 下 87.98 十0.04 -0.14 -0.22 -0.28 -0.31 -0.52 

筋肉内 38.87 十0.0日 -0.08 -0.12 -0.22 -0.23 1' ク

腹腔内 40.28 十0.05 -0.01 -0.10 -0.15 ク タ ク

開 内 40.26 -0.12 -0.18 -0.20 -0.22 -0.23 <- 4シ

IV賓験成績

A 腹部透射J；場合

1) 5分間透射J影響

腹部ヲ左右ヨリ 5分間透射シ，透射前後ノ各部ノ温度ヲ測定セリ。

a) 4.5m J場合 第2蓑腹部5分間透射ノ影響

成績第2表＝示セルガ虫flシ。印チ各部共透射吋『
波長4.5mノ場合（5阻平均値，室温28°C)

止直後乃至5分後ニ於テ最高上昇皮ヲ示内皮下両弓町皮下（筋肉内｜腹断片内

o.11°c，筋肉内0.80°C，腹腔内0.71。C，円内0.52°C

ナリ。而シテ之等ハ漸弐下降シテ50分後ニム略透

射前ノ他＝復セリ。透射中止後温度ノ下降速度ハ

皮下ニ於テ最モ蓮ク，腹腔内，間内ニ於テ遅シn

各部ノ土井温度ハ大約均等ナルヲ認ムレドモ， F1

内温度ノ上昇れ他＝比シテ柏々劣ルガ如シ。

透射直前

巾止直後

5ラ〉

105士
20王子

30王子

40王子

507,士

37.02 

+0.71 

+0.71 

十0.70

十0.60

+0.52 

十0.05

37.56 38.25 38.80 

十0.80 +0.71 十0.52

十0.80 十0.71 +0.50 

十0.78 +0.70 十0.50

+0.75 十0.63 +0.45 

十0.60 +0.61 +0.41 

十0.32 十0.42 十0.32

十0.10 +0.22 十0.18
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b) 6.5m J場合

成較第3夫ニ示スガ如シ。自flチ各部ノ土井視度ハ何レモ透射中止直後乃至5分後＝於テ最高

ヲ示シ，皮下ハ0.68°C，筋肉内ハ0.71°C，腹腔内ハ0.66°C，胃内ハ0.50℃ナリ。之等ハ漸究下

降シテ50分以後ニ到レバ略透射前＝復セリ。

c) Sm J場合

成松第4表ニ示スガ如シ。印チ最高土井皮ハイロJレモ透射rfc1止直後＝シテ，皮下ハ0.58°C；.筋

肉内ハ 0.68°C，腹院内ハ0.51°C，胃内ハ0.48°Cナリ。之ヨリ漸次下降シテ大関＝於テ50分後＝

ハ略透射雨iノ視度ニ復セリ。

’第5表腹部5分間透射ノ：影響
波長6.5mノ場合（5西平均値，室温28°C)
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透射抗前 38.20 38.52 39.10 
39.ii •I’止庇後 +0.58 斗0.68 +0.51 +o. 

5分 +o.日 +0.65 +0.51 +o. 
10全企 十0.48 十0.60 十0.48 +Ml 
20ラ〉 +o.約 +0.58 +0.41 +0.38 

~g 分分 十0.18 +0.41 +0.26 +0.28 
+0.08 +0.20 十0.21 +0.15 

50分 -0.05 十0.10 +0.15 十0.12

2) 10分間遺射J影響

腹部／に子tiヨリ 10分m1透射シ，各部ノ温度上:fl.・度ヲ測定セリ。

a) 4.5m J場合

成紡第5表ニ示セルガ如シ。自flチ品向上－昇！主ハ各部共，透射ftlJヒ直後＝シテ，皮下＿；.＿l.02°C, 

筋肉内ハ1.02<1C,!JU腔内ハl.10°C, 1'1内ハ0.89℃ナリ n 之等ハ漸次下降シテ約70分後ニ於テ略

透射自Ifノj毘度＝彼セリ。

b) 6.5m J場合

成総第6表＝示セルガIm シ。印チ各部j~，透射 11~11::直後ニ最高 l二井度ヲ示シ，皮下l.06°C，筋
肉内 l.09°C，胆院内l.08°C，同内0.85。C ナリ。而シテ漸次下降シテ約70分後＝ハ各部共略々透

射自Iiノ温度ニ復セリ。

第5表腹部10分間主要射ノ影響
波長第6.5：，表ノ場腹合部（rg匹分卒間均透値射sノ室影温響29°。波長4.5mノ場合（5阪平均値，室温2fl°C)

時間＼吋H~I 皮下 l｜筋肉内I腹腔内 l｜宵内 五ょ惣｜皮下｜筋肉内｜腹腔内｜胃内
一一一一一一一

透身J直前 37.92 38.12 39.02 i 39.04 透身J直前 37.20 37.83 -38.42 38.44 
'I z止直後 +I.02 +1.02 十1.10 十0.89 中止直後 十1.06 十1.09 +1.08 +0.85 
5分 十1.00 十1.02 +1.02 十0.89 5ぅT +l.02 +1.07 十J.05 +0.85 
10分 十0.82 +1.01 +o、85 十0.89 10$)" 十0.85 +1.01 +1.02 +0.85 
20ラ〉 十0.75 十0.85 +0.68 +0.78 20分 十0.70 +0.85 +1.03 +0.78 
30分 +0.52 +0.70 +0.56 十0.07 30分 +0.45 +0.62 十0.85 +0.62 
405} +0.21 +0.42 十0.42 +0.52 40分 十0.24 +0.41 +0.62 十0.58
505)- +o.rn +0.25 十0.32 +0.32 50主士 +o.rn +0.21 +0.32 +o.46 
60分 +0.10 十0.1内 60会〉 十0.05 +0.12 十0:21 +0.22 
”d 凸りJ，、') -0.05 十0.02 +0.18 +0.08 70$} 十0.03 +0.03 十0.16 +0.13 

～ 
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c) Sm J場合 第7表腹部10分間透射ノ：影響
波長Smノ場合（5匹平均値，主主温29°C)

成績第7表＝示セルガ如lシ。 IWチ活射中止直後
＼＼、ロ，，叫皮下｜筋肉内 l附脱出 l田内

乃至5分後＝最高上昇ヲ示シ，皮下ハ1.06。C，筋肉些盟よ斗一一一一L一一」一一ー」一一一

内ハ 1.06°C，腹腔内ハ 1.07°C，円内ハ 0.84°Cナ

リ。而シテ之等ハ漸次 F降シテ約70分前後ニハ

各都共大約透射i事iノ値ニ復セリ。

3) 15分間建射J影響

腹部ヲ左右ヨリ 15分間透射シ子，透射中止直

後ヨリ各部ノ温度ヲ割｜注セリ。

a} 4.5m J場合

透射［｛f前 I:17.75 I XS.05 
rjt止直後｜十r.06I +1.06 
5分 I+i.01 I +r.04 
10分 I+0.93 I +r.oo 
20分 I+o.s1 I +o.92 
30分 I+o.52 I +o.75 
40分 I+0.38 I +0.43 
50分 I+0.15 I十0.38
60分 I+0.02 I +0.12 
70分 I-o.os I +0.02 

成績第8表＝示セルカrtmシ。印チ各部ノ温度ハ直後エ於テ品正：iヲ示シ，夫々皮下1.50°C，筋肉

内l.50°C，腹腔内l.54°C，円内1.22°C ノ上昇ナリ。之等ハ漸尖下降シテ約80分後ニハ略透射前

＝復セリ。

b) 6.5m J場合

成績第9表ニ示セルガ如シn 自Hチ最高上昇ハ皮下ハ直後乃至5分後，筋肉内及ピ腹腔内ハ直後，

胃内ハ5分後ニシテ，夫々皮下1.48°C，筋肉内 1.53°C，腹腔内 l.50°C，胃内l.20°Cナリ n 之等

ハ漸突下降シテ約80分後ニハPl各々透射前ニ復セリ。

第8表腹部15分間透射ノ影響
波長4,5mノ場合

(5医平均値，室温28°C-30°C)

＼＼、部佼｜ ｜ ｜ ｜ 
時耐とつ皮下｜筋肉内｜腹際内｜胃内

透射直前 37.15 37.65 38.25 38.24 

『 I•止直後 +1.50 +1.50 +I.54 十1.22

5分 十1.45 +l.4!J +1.52 +l.22 

10分 十1.48 十1.50 +1.53 +1.08 

20分 十1.48 十1.48 +1.53 +0.98 

30分 十1.30 +Ul2 +1.20 +0.88 

40分 +0.85 +1.01 十0.95 十0.68

50分 十0.53 +0.70 +0.72 +0.48 

60分 七0.22 +0.32 +0.5:1 +0.35 

70分 +0.10 +0.12 +0.24 +0.22 

80分 +0.08 +0.05 十0.18 十0.18

c) 8m J場合

第9表腹部15分間透射ノ影響
波長6.5mノ；場合

(5西平均値，室温28°C-30°C)

－－－－－－－－－部位｜皮下｜筋肉内｜放！路内｜胃内時間＼＼＼｜ ｜ ｜ ｜ 

透射直前 37.11 37.68 38.21 38.23 

111 Jl:iti~変 +l.48 +1.53 +1.50 +1.18 

5分 十1.48 +1.51 +1.48 十1.20

105)- +1.42 十1.48 十1.49 +l.12 

20分 +1.32 十1.42 +1.50 +1.01 

。ハ＂7.，，、'J +1.08 +1.12 +1.20 +0.92 

40全企 +O.Gl +0.75 十1.15 +0.82 

50壬〉 +0.53 +0.62 +0.85 十0.70

60王子 +0.2.J : +0.28 +0.62 +0.52 

70主企 +0.:32 十G.41

805} -0.0::l +0.10 +0.22 +0.21 

成績第10表＝示スガ如シ。印チ各部共，透身・.j-rf1 JI:直後ニ最高上昇ヲ示シ，皮ド1.53°C，筋肉

内l.52°C，腹腔内 1.44°C，河内 1.11°Cナ九之等ハ漸次下降シテ約80分後ニハ略々透射前＝

復セリ。



408 日本外科貧函第 17巻第 2 披

4）小括 第10表腹部15分間透射ノ影響
波長Smノ場合

(5西平均値，室温28°C-30°C)
腹部左右ヨリ 5分， 10分， 15分間透射＝ヨル腹

壁皮下，同筋肉内，l腹腔内，円内視度ノ上昇度ヲ測
テ命竺空｜皮下｜筋肉内｜脚内｜胃内

定シタルニ，イ司レモ:I:l、シテ透射中止直後＝於

最高上昇度ヲ示シ，胃内＝於テハH寺トシテ5分或

ハ10分後ニ於テ最高上昇度ヲ示セリ n 最高上昇度

ハ5分間透射ニ於テハ各波長ヲ通ジテ皮下0.71°C,

筋肉内 0.80°C，腹腔内0.71°C，円内0.52°Cナリ。

10分間透射ノ揚合ハ皮下l.06°C，筋肉内1.09。c,

腹腔内l.10°C，円内0.89°Cニシテ15分rm透射ノ揚
合ハ皮下l.53°C，筋肉内1.53°C, IJM腔内l.54°C,

円内l.22°Cナリ。

透射直前

rt1JI:.直後

5分

10生1-
20分

30分

40主ナ

50王子

607} 

70分

807} 

37.95 

十1.53

+1.50 

十1.45

+1.40 

+0.98 

+0.68 

+0.41 

十0.20

+0.10 

-0.06 

38.21 38.75 J8.76 

十1.52 十1.44 十1.11

+1.51 +1.42 +l.08 

十1.48 十1.42 +1.02 

+1.39 十1.40 +0.92 

十1.2! +1.20 十0.81

+1.10 +1.08 +0.56 

+0.80' +0.92 +0.38 

+0.52 +0.6:.1 +0.31 

+0.31 +D.46 +0.2:.1 

+0.12 +0.24 +0.20 

各部ノ上昇度ハ符ド］ニ於テWI々 上昇低キ傾向アルモ，表jJ'Jiト深部トニ拘ラズ大約均等＝加温

セラル、ヲ認メ得タリ。

各部ノ温度下降速度ハ一般F皮 F，筋肉内，胃内，腹腔内ノ！｜国＝建ク， 5分間透射・ノ揚合ハ

遜射中ti:.後約50分， 10分間透射ノ揚合ハ約70分， 15分間活射ノ揚合ハ約80分以後＝略透射前ノ

m度ニ復蹄セリ。
波長別＝槻レパ」般ニ波長短キ程温度上昇度干fI々 大ナルカヲflシ。

B 間脳部透射J；場合

浅田氏ハ波長 16m ノ短波ヲ以テ家兎ノj]fi部ヲ透易•fv, )I踊脊髄液ノ温度上昇度ヲ訓lj定セリ。

然シ乍ラ特＝間脳部附近ヲ超短波ヲ以テ透射シ，腹腔内並＝胃内温！宮ヲ測定セルモノ未ダ共ノ

報告－アルヲ知ラズ。

余ハ超短波ガ胃腸＝及ポス影響＝就テ検索セントスルニ営リ，同腸機能ト続接ナル聞係ヲ有

スル自律耐fl＊直系ノ高位中幅アリト言ハ JIJJI..-間脳部ヲ透射シテ以テ腹腔内並＝「1内温度ノ費動ヲ

窺知セントセリ。共ノ｜低腹壁皮下及ビ同筋肉内視！主ヲモ同時＝測定セリ。

1) 5分間透射J影響

間脳部附近ヲN右ヨリ5分間透射シテ測定セリ。

a) 4.5m J場合

成車fiハ~Ml表＝示セルガ主u シ。印jチ各部ノ温度ハ透身•frJt tト．直後ヨリモ本ロ主トシテ10分後＝

於テ殆ンド品高ヲ示シ，皮 F0.41°C，筋肉内 0.43°C，腹腔内0.39°C，円内0.22°Cナリ。之ヨリ

漸失下降シテ60分後＝ハ略々透射前ノI毘度＝復セリ。

b) 6.5m J場合

成松第12炎ニ示セYレガ如シ。夫＝就テ観Yレニ最高上昇度ハ皮下ハ5分後ニ0,36°C，筋肉内ハ5



、
字問川 超短波ノ胃腸＝及ポス影響＝閥スル1'1'.験的研究 40!) 

分乃至10分後ニ0.38。C，腹腔内ハ直後乃王10分後:o.0.36°C，円内ハ5分乃至20分後＝＝－0.20°Cナ

リ。之等ハ満夫下降シテ60分後ニハ略透射前ノ値ニ復セリ。

第II表問脳部5分間透射ノ影響
波長4.5mノ場合

併西平均値，室温28°G-30°C)

＼＼＼部位｜皮下｜筋肉内！腹膝内｜胃内
時間＼＼＼｜ ｜ ｜ ｜ 

透』ト;J-j直前 37.85 

1j1.t1::ifi後 +0.41 

5分 +0.40 

IO分 +0.41 

207} 、＋0.38

307} +0.20 

40分 +0.18 

50分 +0.10 

60分 -0.12 

38.25 

+0.42 

+0.42 

十0.43

+0.40 

+0.25 

十0.15

+-0.11 

+0.08 

38.68 

十0.::18

+0.38 

+0.3!) 

+0.30 

+0.25 

+0.18 

+0.15 

+0.12 

38.6!) 

+0.21 

+0.21 

+0.22 

+0.22 

+0.18 

+0.15 

+0.12 

+0.10 

第12表問胸部5分間透射ノ影響
波長6.5mノ場合

(5匹平均値，室温28°C-30°C)

防相皮下｜筋肉内｜脚内恒竺

透射直前 I38.os I 38.23 I 38.85 I 38.84 
中止直後 1.+o品 I+o.37 I +o.36 I +o.rn 
5分 I+0.36 I +0.38 I +O.i..16 I +0.20 
10分 I+o.3ゆ I+0.38 I +o.36 I +0.20 
20分 I+0.25 I +o.35 I +o.32 I +0.20 
m分 I+0.20 I +0.::11 I +c.23 I +o.1s 
40分 I+o.u I +0.15 I +o.1s I +0.15 
50分｜十o.o5I十0.11I +0.12 I +0.10 
60分 I-0.12 I +o.os I +0.11 I十0.08

c) Bm J場合 第13表間胸部3分間透射ノ：影響
波長8mノ場合

成績第13表ニ示セルガtmシ＂ IWチ最高と昇度ハ (5匹平均値，室温28°C-30°C)

皮下ガ直後ニ於テ0.34°C，筋肉内ハ10分後＝＝－0.35° ~鮒｜皮下｜筋肉内｜脚内｜胃内
時間＼＼＼｜ ｜ ｜ ｜ 

c，腹腔内ハ5分乃至10分後＝＝－0.33°C，関内ハ直後 透身J直前｜ム訂瓦石I39.18 i 39.22 
乃至10分後 ＝＝－ 0.18°Cナリ。之等ハ漸次下降シテ

60分後ニ略透射両iiノ温度＝復セリ。

2) 10分間透射J影響

間II筒部ヲ左右ヨリ10分間透射シテ各部ノt阻度ヲ

測定セリ。

a) 4.5m J場合

成績第14表＝示セルガ如シ。自flチ最高上昇度ハ

皮干ハ直後＝於テ0.68°C，筋肉内ハ10分後＝＝－0.64°

C，腹腔内ハ5分後ェ0.63°C，宵内ハ10分後ェ0.31°

Cナリ。之等ハ漸弐下降シテ，約70分後ニハ大約

透射前ニ復セリ。

b) 6.5m J場合

成績第15炎＝示セルガ如シ。削チ最高上昇皮ハ

皮下ハ直後乃至5分後＝於テ 0.63°C，筋肉内ハ直

後＝＝－0.62°C，腹腔内ハ10分後＝＝－0.61°C，持内ハ5分

。乃至10分後＝＝－ 0.28°Cナリ。之等ハ漸尖下｜峰シテ

約70分後ニハ略透射前ノ温度＝復セリ。

lj•止直後 I +o.a4 I +o.34 I +o.:i2 I十0.18
5分 I+o.33 I +0.34 I +o.:J:i I +0.18 
10分 I+o.3o I +0.35 I +0.33 I +o.1s 
20分 I+o.30 I +0.34 I +0.32 I +0.15 
30分 I+0.23 I +o.3o I +o.2s I +0.15 
40分 I+0.12 I +0.18 I +0.20 I +0.12 
50分 I+0.10 I +0.12 I十0.15I +0.10 
60分 I-0.13 I +o.os I +0.13 I +o.os 

第14表問勝部10分間透射ノ影響
波長4.5mノ場合

(5匹平均値，室温28°C-30°C)

長ι？？｜皮下｜筋肉内｜腹附！胃内
透射j(I前 37.45 37.82 38.32 38.40 

111.11::直後 十0.68 +0.63 +0.62 +0.28 

5分 +0.65 +0.63 +0.63 十0.30

10分 +0.60 +0.64 +0.62 +o.:n 

20分 十0.57 +0.62 +0.61 十0.30

:JO王T 十0.43 +0.53 +0.58 +0.24 
407} +0.28 +0.48 +0.50 +0.20 

50分 +0.21 +0.32 +0.46 +0.18 

60分 十0.10 十0.12 +0.25 +0.18 

70分 -0.12 十0.08 +0.22 +0.15 
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c) Bm J場合

節目炎ニ示セルガ如ク，最高上11・度ハ皮下ハ直後ニ於テ O.g9°C，筋肉内ハ直後乃至5分後z

0.59°C，腹腔内ハ5分乃至10分後＝－0.59°C, ＼＇］ 内ハ10分乃至20分後.：：.0.27°Cナリ。之等ハ漸弐

下降シテ70分後エハ略透射前ノ値＝復セリ。

第15表岡胸部10分間透射ノ影響

波長6.5inノ場合

第16表 問胸部10分間透射ノ影響

波長Smノ場合

(5医平均値，室温28°C-30。C) (5J！；平均値，室温28。C『 30°c)

伯母！？｜皮下｜筋肉内｜雌内｜腎内 ヰ防空空｜皮下｜筋肉内｜，腹腔内｜胃内

主到fil也前 37.95 38.25 38.71 38.73 、主霊射直前 38.15 38.68 39.12 39.14 

中止直後 +0.63 +0.62 +0.60 +0.27 •l•lt.jff後 +0.59 +0.59 +0.58 +0.26 

5分 +0.63 +0.61 +0.60 +0.28 5分 +0.57 +0.59 +0.59 +0.26 

10分 +0.58 +0.61 +0.61 +0.28 10分 +0.52 +0.58 +0.59 +0.27 

20分 +0.42 +0.58 +0.60 十0.27 20五；；－ +o.50 +0.57 十0.58 +0.27 

30分 +0.35 +0.52 +0.52 +0.24 30分 +0.32 +OAS +0.42 +0.25 

40王子 +0.28 +0.42 +0.43 +0.21 40全企 +0.21 +O.ll2 +0.38 +0.23 

50分 +0.15 +0.28 +0.38 +0.20 50分 +0.15 +0.28 +0.28 +0.21 

60王子 +0.08 +0.22 +0.22 +0.18 GO会T +o.os +0.16 +0.25 +0.18 

70主士 -0.12 +0.11 +0.20 +0.15 70王子 -0.13 +0.12 +0.22 十0.12

3）小 結

問脳部ヲ透射シテ腹腔内立を＝問内視度ヲ測定セル業績ハ未ダ報告ヲ観ズ。余ハ超短波ガ胃腸

＝及ポス影響ニ就テ.wr索セントスル＝首リ，間脳部附近ヲ透射シテ，腹壁皮下，筋肉内，腔腔内

及ピ河内温度ノ費動ヲ測定セリ。令部ノ櫨度上昇ハ波長ノ短キ程梢今大ニシテ5分間透射ノ；揚

合ハ最高上昇度ハ皮 F0.41°C，筋肉内0.43°C，腹腔内0.39°C，間内0.22°Cナリ n

10分間i透射ノ際へ最高上昇段ハ皮下0.G8°C，筋肉内0.64°C，臨腔内0.63°C，胃内0.31°Cナ

リ。

最高上昇・ハ皮下ニ於テハ主トシテ透射・中Iト直後，他部ハ10分前後＝於テ最高ヲ示セリ。

而 シア5分間透射ノ場合ハ一般＝透射r~1_1！二後60分断i後， 10分間透身t ノ揚合ハ70分前後＝於テ

11硲遜射前ノ瓶度ニ復スルヲ翻タリ。

上昇温度ノ下降蓮！夏川皮下＝於テ品モ~ク，次ハ筋肉内， 1'1 内， IJ制定内ノ順ナリ。

附腹壁温熱遁用J場合J温熱深撞度＝就テ

賓験方法

腹壁.：：.i毘熱ヲ油月j シテ，腹腔内温！主ガ超短波 5分~·ル、10分nm度部透射ノ場合ト同程度＝ナレ

Jレ際ノl度情皮下，筋肉内， ＼'1内温度ヲ測定向 上j、テ腹壁＝加ヘタル温熱ノ深遠度＝就テ観察セリ。

先ヅ電気検温器ノ各 Elementヲ犠世シiキ，熱ノ深速度ヲ大トナス鵡＝腹壁ヲ康範囲＝－38°C

J：食胸水ガーゼ1ヲ以テi尉問トナシ，共 fI:ヨリ電熱！日｛射ヲ以テ腹壁全般＝温熱ヲ加ヘタリ。

服部5分間活射ノ場合ハ腹腔内視度ノ最高上昇度ハ前述ノ：如ク0.71°C.：：.シテ， 10分陶透射ノ
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場合ハl.10°Cナリシヲ以テ，電熱！日｛射ヲ加ヘツ．腹日的有活i度ガI≫各設現度ェ建セ ll--際ノ皮下，筋

肉内，胃内温度ヲ測定シタリ。

但シ腹腔内温度ハ腹膜下2cmノ部＝於ケル温度ナリ n

賓験成績

共ノ成績ハ第17表ニ示スガ如シn 本表ヲ硯yレニ，電熱照射ーヲ開始シテ5分後ニハ蹴＝！腹腔内

温度ハ0.72°Cノ上昇ヲ示シ，共ノ揚合ノ腹壁皮下ノ温度ハ15.2°C ／上昇ヲ示シ，筋肉内ハ12.8'°'

第17表腹壁温熱適用ノ；場合
(5西平均値，室温29°C)

C，胃内ハ0.12°Cノ上昇ヲ示セリ n 叉電熱j照射10

分後ニハ腹腔内極度ハ1.3°C ／上昇ヲ示シ，共ノ

揚合ノ皮下ハ17.8°C/ I::昇ヲ示シ，筋肉内ハ15.2° 山里町皮下l筋肉内閣内｜胃内
C，円内ハ0.23°Cノ上昇ヲ示シタリ。之以上ノ電 初 湿

加温後5分
熱！照射ヲ繕績スレパ腹腔内温度ハ向符j々 上昇シ得

ぺキモ，腹墜ノ火傷ヲ来ス虞アルヲ以テj照射ヲ中

止セリ n

)ff｛射中止後ハ各部ノ温度ドl峰比較的建ク， J!H射

中止後約30分前後ニシテ略！照射前ノ温度ニ復シグ

リ。

、10ラ・.l'
'1J 11:-後5分
10分

20分

30分

40分

V 締括並＝考接

37.85 

+15.2 

+17.8 

十10.2

十 8.3

+ 3.8 

+ 1.2 

38.25 38.58 38.52 

十12.8 十0.72 十0.12

十15.2 +1.30 +0.23 

+11.3 +1.21 +0.22 

+ 9.6 +1.08 十0.18

+ 4.2 十0.82 +0.10 

了← 2.1 +0.51 +0.08 

十0.12 +0.-02 

、
余（超規i皮ガ胃腸機能ニ及ボス影響＝就テ研索セントスルニ首リ，先ヅ超短波＝ヨル家兎腹

部透射ガ!JP!:腔内並＝宵内温度＝及ボス影響ヲ観，同時ニ腹壁皮下及ビ筋肉内温度ノ饗化ヲモ測

定セリ。蓋シ超短波透射ハ局所性＝温度 F上昇ヲ来シ，叉全身性ニモ鴨温ノ上昇ヲl来ス事ハ周

知ノ：事貫ニシチ，且局所ノ温熱的刺戟ガ胃腸ノ；機能＝或71.-程度ノ影響ヲ輿ブル事モ亦明カナル

事賓ナルガ故＝．超短波ノ胃腸機能ニ輿ブル影響ヲ観察シテ単純ナル温熱刺戟ノ適用ニヨルモ

Fト針比スル＝営リテハ，先ヅ透射エヨ ！L--局所性温度上昇ノ模様ヲ知リテ，之ヲ翠純ナル温熱

趨用ニヨ yレチミト比較シオクノ必要ヲ認メタルニ巾ルモノナリ。

上記詳述セシガ如ク．余ハ賓施＝也・9，家兎同定後，各部ノ温度ノ略一定シタ Jl--時間ヲ選ピ，

叉i毘度淑lj定＝ハ金属 Elementヲ使H1スル電気検温器ヲ月1ヒタルガタメ，測定ハ透射中ハ趣ケ，

透射直後ヨリ時間的＝粧過ヲ迫ヒテ施行セリ。

余ノJ貫験＝於テハ．腹部5分間透射ノ揚合ハ各部共:i:トシテ透射中止直後＝最高上昇皮ヲ示

セリ。各波長ノ中，最モ上昇度大ナYレハ4.5m＝＝－シテ，皮 f0.71°C，筋肉内0.80°C，腹腔内0.71°

C，胃内0.52°Cナリ。之等ノ t昇セル温度グ漸失下降シテ透射前ノ1111度ニ復スルーハ約50分以

上ヲ嬰セリ。

腹部10分間透射ノ場合ハ，透射中止直後乃ヨミ5分後ニ祖度上昇最高エシテ，之ガ透射前ノ温

度＝復師スルニハ各波長共約70分断i後ヲ姿セリ。此ノ揚合Y最高上昇皮ハ各波長ヲ通ジテ皮下
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1.06。c，筋肉内1.09°C，腹院内l.10°C，胃内0.89°Cナリ。

腹部15分間透射ノ揚合ハ，透射＊JI二直後乃至5分後＝於テ最高上昇度ヲ示シ．之ガ透射前ノ

温度＝彼師スル己ハ約80分前後ヲ要セリ。此ノ場合ノ最高上昇度へ各波長ヲ過ジテ皮下1.53°

C，筋肉内1.53°C，腹腔内1.54。c，胃内1.22つCナリ。

以上ノ腹部透射ノ揚合ヲ棉括スレバ，各部ノ温度上昇度ハ透射時間ノ同一ナルモノニテハ大

約近似セルモ，一般エ波長短キ程深部ti度上昇梢々大ナ Pレガ虫flシ。各部ノ温度下降蓮度ハ一般

＝皮下最モ蓮ク．次ハ筋肉内，胃内，腹腔内ノ順ナリ n

胃腸機能ト自律神経系トノ問ニハ不可分ノ閥係アルハ周知ノ問題ナリ。余ハ後述各篇ニ於テ

絞遁スルガ如ク，自律神経高世中1張所在部ト稿セラル、問II箇部ヲ透射シテ，胃腸機能ニ及ボス

影響ヲ観察シタルガ故ェ，共ノ際ユ於ケル腹腔内及ビ関内温度ヲモ測定セリ η

5分間透射ニアリテハ一般＝各部:Jt，透射中止後5分乃至10分後＝最高上昇度ヲ示シ，之等ハ

漸次下l峰シテ約60分自~t後＝略透射前＝復セリ。

間脳透射 J場合モ波長ノ短キ税腹部祖度ノ上昇相々大ニシテ， 4.5m ノ；揚合＝於ケル最高上

手l・度ハ皮下0.41°C，筋肉内0.43°C，腹腔内0.39°C，胃内0.22°Cナリ。

10分間透射ノ；場合モ一般＝透射中止直後乃若10分ニ、シテ最高上昇度ヲ示内之ハ漸次下降シ

テ約70分前後＝シテ略透射前ノ溢度＝復セリ。此ノ揚合ノ最高上昇度ハ皮下 0.68°C，筋肉内

0.64。C，腹腔内0.63°C, f1内0.31°Cナリ。
間脳部遜射ノ｜緊モ温度－r-11年蓮度ハ皮下ニ於テ建グ，次ハ筋肉内，胃内，腹腔内ノ順ニシテ，

腹部透射ノ揚合ト同様ナリ。

10分間以上聞脳部ヲ透射スレパ，寅l験動物ハ屡々苦悶ノ欣ヲ呈シ，難死スル事アルヲ以テ之

ヲ廃セリ。

腹部透射ノ場合ト間脳部透射ノ揚合トヲ比較スルニ，各部ノ温度上昇程度ハ腹部透射ノ方盗

＝大ナリ。然シ乍ラ温度下｜海シテ透射前ニ復スル時間ハ雨者同様ナリ。

ヲ：＝腹部左右ヨリ 5分間及ピ10分間透射ニヨル腹腔内温度上昇度ト略同程度ニ版腔内温度ガ

上昇スル如ク．！腹壁＝温熱ヲ泊mシグル揚合ノ腹壁皮F，筋肉内，腹腔内並ニ胃内視度ヲ測定
シ，以テ温熱ノ深遠度ヲ窺知セリ。

)t宣告115分間透射ノJ場合ハ腹腔内温度ハ長高0.71°Cナリシヲ以テ，腹壁温熱泊1'Jjニヨリ腹腔内

視度ガ0.72°Cニナレル際ノ皮下上昇皮ハ15.2°Cニシテ，筋肉内ハ12.8°C，胃内ハ0.12°Cナリ

キ。

叉腹部10分間透射ノ｜際ハ腹腔内温度ノ最高上昇度ハ l.10°Cナリシヲ以テ，腹壁温熱趨ffj.:.

ヨリ腹腔内温度ガ1.30°C トナレル｜際ノ皮下上昇度ハ17.8°C，筋肉内ハ15.2°C，腎内ハo.2s0cナ

リキ。

自Pチ腹腔内温度ヲ或ル程度上昇セシムル潟ニハs腹壁＝可成ノ高温度ヲ適用スル必要アF， 
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換言スレパ腹壁ヨリ加へラレタル温熱ノ探逮度ハ著シクノj、ェシテ，余ノ寅験ニ於テモ，之以k

ノ腹腔内温度上昇ヲ計JI--揚合ニハ，腹壁ノ＞｝（傷ヲ惹起スル虞アリ。

腹壁＝；埴用セラレタル温熱叉ハ寒冷ノ深撞皮ニ~I スル Eichler u. Scheme!, Stengel u. Hけpki円s,

宜及．ビ前川，矢田貝，山名氏等ノ；業績ヲ観テモ，腹壁ヨリ加ヘラレタル温熱的刺戟ノ腹路内ヘ

ノ深遠度ハ7象想外ニ小ナリト認、メラル。

VI結論

家兎腹部並＝間！脳部ヲ超短波（波長4.5m, 6.5 m, 8 m）ヲ以テ左右ヨリ，腹部ハ5分乃至15分

間，間脳部ハ5分乃至10分間透射シテ，透射前後ノ腹壁皮下，同筋肉内，腹腔内〔腹膜下2cm) 

及ピ胃内温度ヲ電気検温器ヲ以テ測定シタyレニ次ノ如キ成績ヲ得タリ。

1) 腹部5分間透射ノ際ハ透射中止直後乃至5分後＝最高上昇度ヲ示シ， ソレヨリ漸x下降シ
テ約50分後ニハ略透射前 f温度ニ復セリ。此ノ揚合ノ最高上昇度ハ皮下o.11°c，筋肉内0.80°C,

腹腔内o.11°c，胃内0.52°Cナリ。

2) 腹部10分間透射ノ際ハ透射中止直後乃至5分後ニ最高上昇ヲ示シ，之ハ漸次Fl海シテ約

70分後＝略透射前ニ復セリ n 此ノ揚合ノ最高 k昇度ハ皮下1.06°C，筋肉内1.09°C，腹腔内1.10°

C，胃内0.896Cナリ。

3) 腹部15分間透射ノ際ハ透射・rJ:IJ（：：直後乃至6分後＝最高上昇度ヲ示シ，約80分間後ニシテ

略透射前ノ温度ニ復セリ。此ノ揚合ノ最高上昇度ハ皮下1.53°C，筋肉内1.53°C，腹腔内1.54°C,

胃内1.22°Cナリ。

4) 腹部透射ノ際ハ一般ニ波長ノ短キ程i深部ノ温度上昇的々大ナリ n

5) 問II髭部5分間透射 Y際ハ透射中JI:後5分乃至10分＝シテ最高上昇度ヲ示シ，約60分前後＝

シテ略透射商Ii／温度＝復セリ。此ノ揚合ノ；最高上昇度ハ皮下0.4l°C，筋肉内0.43°C，腹腔内0.39°

C，胃内0.22°Cナリ。

6) 間脳部10分間透射ノ際ハ透射中！と直後乃至10分後＝最高土昇ヲ示内約70分前後＝シテ

日持透射前ノ温度＝復セリ。最高上昇度ハ皮下0.68°C，筋肉内0.64°C，腹腔内0.63°C，肖内0.31°C

ナリ。

7) 間脳部透射ノ際モ波長ノ短キ程温度上昇柏々大ナリ。

8) 腹壁温熱趨月jノ揚合ノ温熱ノ深達度ハ超短波透射ノ場合ニ比シテ著シクノj、ナリ。


